


































                                                                
∗ 本稿は 2018 年 1 月 20 日（土）に開催した「情報、身体、ネットワーク―21 世紀の情報理解に


















































































にはそのようなことがかなり強く意識されるようになりました。これが 2005 年 7 月の話で
す。 





























































































































それで、自薦や他薦等、推薦を集めて 2013 年からは 5 局ずつ対戦したわけです。5 対 5
の対抗戦となりました。イベントとしても大々的なものになりました。これも 5 人ですか















































































大体の公式戦の場合は、持ち時間を使い切ると 1 手 1 分以内になります。結構慌てます。
不利になったときに何を考えるかといいますと、相手の考えを混乱させることです。何を
するかといいますと、自分の持ち時間を残り 1 分になるまで考えるわけです。そうします
と、私は 1 手 1 分以内で指さなくてはいけません。相手の人はどう思いますか。状況とし





は 30 分ありますから、相手の人が良い手を指したときだけ 30 分の中の何分かを使って考
えれば正解は指せるはずだと思って、その人は 1 手 10 秒ぐらいで指します。追い詰められ
た不利なほうは必死です。1 分以内に指せばよいですから 50 秒まで考えて指します。相手








って易しい、分かりやすい指し方を選びます。A と B という手順があって、A のほうが難















































































































木村 相手の大事な 1 局のときに力を緩めないというのは、勝負の世界でタブーとされて
いる八百長の防止という言葉が含みにあります。例えば 5、6 人でリーグ戦をしたと
します。そうしますと、人数の偏りがあって、最後のほうに対戦する人と、タイト
ル戦の挑戦者になる 1 番と、その人の思い入れに差があるわけです。そうしますと、
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全敗して既に目がない人が、挑戦権のある人にやる気のない状態で対戦しますと、
これでは将棋界全体がつまらなくなってくるわけです。そのようなところで全敗、
瀕死のような状態であっても、全力を出して挑戦権を得ようとする人を負かすこと
が、将棋界の美学につながっていくという発想でおっしゃったのだろうと思います。
幸いにして、八百長という話は、この世界に入ってから私は耳にしたこともありま
せんし、そのようなところとは無縁だと思っているのは、そのような言葉が伝わっ
ているからではないかと思います。 
 
Ａ－ 今日は貴重なお話をありがとうございます。将棋という観点から少々遠ざかります
が、人工知能が人間を超えたという点では、将棋の世界では既にシンギュラリティ
ーが起きていると、私は認識しています。人工知能が人間を超えた、人間より強く
なったとみられる世界で、人工知能とうまく付き合っていくという点で、棋士のか
たがたが気をつけられていることがあればお教えいただければと思います。 
 
木村 超えたということでは、2 年くらい前から、いつかくるだろうといいますか、もう
くるだろうという心の準備はできていました。その上で、いまだに超えたことに関
して、例えば不安要素があるとすれば、今まで人間のチャンピオンを決めている将
棋のいろいろなイベントを主催していただいている所が、もう最強はそちらに奪わ
れましたから辞めてしまおうとなってしまうと嫌だという漠然とした不安が今でも
あります。プラスの面は、自分はそこから何を得るか、人間同士でしか得られない
中で、そのように教えてくれる存在ができたではないかと、無理にですが前向きに
捉えることが、これからの課題になってくるのではないかと、私は捉えています。
あまりにも進化していますので、プロであっても、ひょっとしたら理解できない領
域までいってしまうかもしれませんが、当面はそのようなことに活かしていくのか
と思います。ただ、やはり影響は大きくて、将棋の研究がソフトに頼る、AI に頼る
となっていくと、個性が少なくなっていくのではないかと大変危惧します。そのよ
うなところは人間が人間を見ていますので、こちらが危惧するほどではないかもし
れませんが、頼り過ぎも気をつけなくてはいけないと思っています。お答えになっ
ているかよく分かりませんが。 
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